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1. 調査・研究概要 







２. 調査結果 
 

  ー単集計結果ー 





2-２．世代別情報収集方法 

30代以下は、インターネットが１位。40代以上では、テレビが1位。いずれの世代も 
防災無線は3位以内で入り、この３つの方法は全世代で5割以上で選ばれる。 
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■【在宅時】年代別 情報収集方法（MA) 

1位 インターネット 70% インターネット 71% テレビ 67% テレビ 71% テレビ 78% テレビ 85%

2位 テレビ 62% テレビ 63% インターネット 66% インターネット 69% インターネット 65% 防災無線 67%

3位 防災無線 59% 防災無線 61% 防災無線 58% 防災無線 59% 防災無線 63% インターネット 67%

4位 ＳＮＳ 38% エリアメール 48% エリアメール 48% 広報車・消防車 51% 広報車・消防車 59% 広報車・消防車 65%

5位 エリアメール 38% 広報車・消防車 44% 広報車・消防車 42% ラジオ 46% ラジオ 51% ラジオ 57%

1位 インターネット 81% インターネット 82% インターネット 78% インターネット 71% インターネット 65% 家族 64%

2位 家族 54% 家族 52% 家族 48% 家族 51% 家族 56% インターネット 59%

3位 スマホアプリ 41% エリアメール 47% エリアメール 47% エリアメール 47% エリアメール 48% ラジオ 50%

4位 エリアメール 37% 友人・知人 37% スマホアプリ 38% ラジオ 42% ラジオ 45% エリアメール 47%

5位 友人・知人 37% ラジオ 37% ラジオ 37% スマホアプリ 37% 友人・知人 38% 友人・知人 46%

20代 30代 40代 50代 60代 70代

20代 30代 40代 50代 60代 70代

参考）【外出時】年代別 情報収集方法（MA) 





３. 調査結果 
       

  情報収集方法が３つ 
「ICT」「メディア」「人伝」に分かれた要因 





３-２．外的基準と説明変数間の相関 

所有しているケータイの種類・年代・居住地域の都市規模との相関が高い。 
その一方、防災意識・避難の経験との相関は低い。 
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概要 相関係数

1 ケータイ種類 スマートフォン・従来型のケータイ・未所有 0.12

2 年代 20代から10歳刻み 0.12

3 都市規模 政令指定都市・中核、特例市・一般市・町村 0.11

4 エリア 全国を19のエリアで区分 0.10

5 ＩＣＴサービス利用 15のＩＣＴサービスの利用状況 0.07

6 性 男女 0.07

7 防災意識 避難訓練の参加・避難所の認知・災害への備え 0.05

8 経済的ゆとり ある・ある程度・あまりない・ない 0.03

9 地域への愛着 ある・ある程度・あまりない・ない 0.03

10 避難の経験 ある・ない 0.02

アイテム名







モバイル社会研究所のご紹介 14 ページ 

(1)設立時期     

   2004年4月1日（木曜）  ※当社アドバイザリーボードの提言をもとに発足 

(2) 目的 

    モバイル・コミュニケーションの現在、および将来への社会・文化的影響について調査研究を行い、  

   その成果を社会へ広く発信する 

(3)モバイル社会研究所の活動指針 

 

 

(4)研究スコープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）ご不明な点等ありましたら、ご気軽にご連絡ください。03-5156-1087（直通） 

    調査結果は適宜、弊所ホームページで公開致します。 http://www.moba-ken.jp 

豊かで健全なモバイル社会に向か
うために考え、行動します 

皆様と一緒に考えます 
社会を構成するすべての人と 

関わっていきます 


